
2

コンパクトなセダンにおいて、セダンファンの方が求める広さやデザイン、質感、
そして走りなどを高めるのは、大きなセダン以上に様々なハードルが存在します。
しかし本来、クルマの大小を問わず、お客様が「セダン」に求めるものは同じはず。

よって、「そんなに広くなくても」「それは付いていなくても」「そこまでこだわらなくても」
そういった言葉はチームの中では禁句にしました。

「セダンの価値は大きさで決まる」という既成概念を捨て去り、各分野の
スタッフたちとともに、決して妥協することなく開発に取り組んできたのです。

外から見て、乗り込んで、走り出して、毎日の暮らしの中で使って
これまで多くのセダンを乗り継いできた方が、心から満足し、

誇りを持って乗り続けることができる ──。
そんな、コンパクトセダンの新しい時代が、この「グレイス」から始まるものと自信を持っています。

「セダンの価値は大きさで決まる」──
そんな既成概念を捨て去るところから始めました
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